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【 8 ヵ月連続の 50％超、生産指数が上昇の主因 】 

 

中国では 6 月 1 日（土）に、中国物流購買連合会と国家統計局サービス業調査センターが 5 月の

製造業購買担当者指数（ＰＭＩ、季節調整済）を発表した。それによると、5月の総合指数は 50.8％

と、4 月の 50.6％から 0.2％ポイント上昇し、経済拡張・収縮の分岐点となる 50％を 8ヵ月連続で

上回った（図表-1）。 

 

(図表-1) (図表-2) 
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製造業購買担当者指数（ＰＭＩ）の分類指数
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○ 5 月の製造業購買担当者指数（ＰＭＩ、季節調整済）は 50.8％と、4 月の 50.6％から 0.2％

ポイント上昇、経済拡張・収縮の分岐点となる 50％を 8ヵ月連続で上回った。 

○ また、5 月に 0.2％ポイント上昇した原因を分析して見ると、25％の比重を持つ生産指数が

0.7％ポイント上昇したことでほぼ説明できる状況で、総合指数上昇の主因となった。 

○ 東部地区は 3 ヵ月連続の 50％超えとなったものの、中部地区は 2 ヵ月連続で 50％を下回って

おり、ひところは“西高東低”といわれた状況が“東高西低”に変化しつつある。 

○ また、新規輸出受注指数は 49.4％と 50％割れながらも前月よりも 0.8％ポイント上昇、生産

経営活動予想指数は 56.3％と 50％を大幅に上回るものの 2 ヵ月連続で低下した。 
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分類指数を見ると（図表-2）、生産指数が 53.3％と前月の 52.6％から 0.7％ポイント上昇、新規 

受注指数は 51.8％と前月の 51.7％から 0.1％ポイント上昇、原材料在庫指数は 47.6％と前月の

47.5％から 0.1％ポイント上昇、就業人員指数は 48.8％と前月の 49.0％から 0.2％ポイント低下、

サプライヤー配送時間指数は 50.8％と前月と同じだった。従って、総合指数の 0.2％ポイント上昇

は、25％の比重を持つ生産指数の 0.7％ポイント上昇でほぼ説明できる。 

 

【 地区別には“東高西低” 】 

  

企業規模別に見ると（図表-3）、大型企業が 51.1％と前月の 51.0％から 0.1％ポイント上昇、中

型企業が 51.4％と前月の 50.7％から 0.7％ポイント上昇、小型企業が 47.3％と前月の 47.6％から

0.3％ポイント低下となった。これで、大型企業は 9 ヵ月連続、中型企業は 3 ヵ月連続で 50％を上

回ったものの、小型企業は 14 ヵ月連続で 50％を下回っており、小型企業の苦境が鮮明となった。 

また、地区別に見ると（注）（図表-4）、東部地区が 51.7％と前月の 51.3％から 0.4％ポイント上昇、

中部地区が 49.3％と前月の 49.6％から 0.3％ポイント低下、西部地区が 49.1％と前月の 50.1％か

ら 1.0％ポイントの低下、東北地区が 51.4％と前月の 49.6％から 1.8％ポイント上昇となった。こ

れで、東部地区は 3 ヵ月連続の 50％超えとなったが、中部地区は 2 ヵ月連続で 50％を下回ってお

り、ひところは“西高東低”といわれた状況が“東高西低”に変化しつつあるようだ。 

 

(図表-3) (図表-4) 
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 その他の指数を見ると、輸出の先行指標として注目される新規輸出受注指数は 49.4％で、前月の

48.6％よりも 0.8％ポイントの上昇となったものの 50％を 2 ヵ月連続で下回っている。また、今後 3 ヵ

月以内の生産経営活動に対する楽観度を示す生産経営活動予想指数は 56.3％と、大幅な 50％超が続い

たものの、今年 3 月の 65.5％をピークに 2 ヵ月連続で低下、楽観度には陰りも見られる。 

                                                  
（注） 東部地区は北京、天津、河北、上海、江蘇、浙江、福建、山東、広東、海南の 10 省（市）、中部地区は山西、安徽、江西、河南、

湖北、湖南の 6 省、西部地区は内蒙古、広西、重慶、四川、貴州、雲南、西蔵、陕西、甘粛、青海、寧夏、新疆の 12 省（市、自治区）、

東北地区は遼寧、吉林、黒龍江の 3 省 
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